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部活動地域移行の必要性

① 進展する
    少子化

③ 教員の
 働き方改革

②ニーズの
  多様化



①令和７年度末までに、休日の地域移行完了を目指す。

②令和８年度以降については、各市町村の取組状況や国
の方針を踏まえながら、地域移行の在り方について検討する。

県の方向性について

※熊本市を除く



これまでの県の主な取組

・ 「熊本県公立中学校における休日の運動部活動の地域移行推進計画」策定

・ 熊本県中学校部活動の地域移行推進協議会開催

・ 市町村ヒアリングの実施

・ スポーツ競技団体への説明会開催

・ 中学校部活動地域移行コーディネーター及び担当者等研修会

・ 熊本県地域クラブサポーターバンク設置

・ 指導者研修会の実施

・ 県政TV・ラジオでの広報

・ 大学・企業等へのサポーターバンク周知及び登録依頼



令和７年度の取組

〇 市町村ミーティング（県内９か所）＜今年度初めての取組＞

〇 県民への広報・周知 ＜県教育委員会HPリニューアル・ポスター作成＞

〇 県立中学校の取組

〇 市町村ヒアリング

〇 コーディネーター等研修会

〇 地域スポーツ指導者研修会（全５回）

〇 地域クラブサポーターバンクの運用

〇 中学校部活動地域移行推進協議会



県内市町村の取組状況

事項 市町村数 備考

実証事業実施 21

八代市、玉名市、山鹿市、菊池市、上天草市、
宇城市、玉東町、和水町、南関町、長洲町、大津町、
菊陽町、小国町、産山村、高森町、南阿蘇村、
西原村、益城町、氷川町、山江村、球磨村

地域移行完了クラブ 22 135クラブが活動している

令和７年度末までに
休日の地域移行完了（予定）

８
荒尾市、玉東町、和水町、小国町、南阿蘇村、
水上村、相良村、球磨村

アンケート実施（生徒） 30

アンケート実施（児童） 24

令和７年11月調査より



県内市町村の課題

課題 令和5年6月 令和6年8月 令和7年11月

指導者の確保 39 37 42

財政的支援の在り方 18 26 32

会費等の取扱い 12 13 18

平日と休日の指導者の連携 12 8 11

大会参加の在り方 4 8 11

十分に検討できていない 20 3 4



＜指導者確保＞の課題解決に向けた取組

熊本県地域クラブサポーターバンク設置

令和８年１月末時点 登録者数 248名



＜指導者確保＞の課題解決に向けた取組

地域指導者研修会の開催 令和７年度：オンライン研修４回 ・ 実技研修１回

この他にも様々な研修会が開催されて

います。開催に関するお知らせは、県教

育委員会ホームページにも掲載していま

す。ご活用ください。

今年度は、

●安全管理

●コミュニケーション

●女性スポーツ

●スポーツ倫理

●スポーツ傷害

をテーマに研修を実施しました。



市町村ミーティングの意見交換や感想より

その他の課題

学校の職員として、何ができるのか考えてみました。

でも、実際に、何からすればいいのでしょうか？

担当者、学校、先生たち、保護者、地域が自分ごととし

て一緒に考える必要があると思いました。それぞれにでき

ることを考える機会があるといいと思います。

のちほどのパネルディスカッションで一緒に考えましょう
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